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出品リスト

1 鳥居清長 二
に

代
だい

目
め

市
いち

川
かわ

高
こ

麗
ま

蔵
ぞう

の工
く

藤
どう

左
さ

衛
え

門
もん

祐
すけ

経
つね

 明和9年（1772） 細判紅摺絵

2 鳥居清長 二
に

代
だい

目
め

市
いち

川
かわ

門
もん

之
の

助
すけ

の源
みなもとの

頼
より

信
のぶ

 安永4年（1775） 細判紅摺絵

3 鳥居清長 三
さん

代
だい

目
め

瀬
せ

川
がわ

菊
きく

之
の

丞
じょう

の八
や

百
お

屋
や

お七
しち

 安永8年（1779） 細判錦絵

4 鳥居清長 芸
げい

者
しゃ

二
ふたり

人と女
じょ

中
ちゅう

 安永6～ 7年（1777～ 78）頃 中判錦絵

5 鳥居清長 「当
とう

世
せい

遊
ゆう

里
り

美
び

人
じん

合
あわせ

  土
ど

手
ての

花
はな

」 天明前期（1781～ 84）頃 大判錦絵

6 鳥居清長 「当
とう

世
せい

遊
ゆう

里
り

美
び

人
じん

合
あわせ

  橘
たちばな

」 天明前期（1781～ 84）頃 大判錦絵

7 鳥居清長 「当
とう

世
せい

遊
ゆう

里
り

美
び

人
じん

合
あわせ

  叉
なか

江
ずの

凉
すずみ

」 天明前期（1781～ 84）頃 大判錦絵二枚続  

9 鳥居清長 「雛
ひな

形
がた

若
わか

菜
な

の初
はつ

模
も

様
よう

  丁
ちょう

子
じ

屋
や

内
うち

  丁
ちょう

山
ざん

  しをり  つまき」 天明2年（1782）頃 大判錦絵

10 鳥居清長 「雛
ひな

形
がた

若
わか

菜
な

の初
はつ

模
も

様
よう

  あふきや  扇
おうぎ

野
の

  いさみ  すさみ」 天明 3～ 7年（1783～ 87） 大判錦絵

11 鳥居清長 「雛
ひな

形
がた

若
わか

菜
な

の初
はつ

模
も

様
よう

  あふきや内
うち

  たき川
がわ

  おなみ  めなみ」 天明3年（1783） 大判錦絵

12 鳥居清長 「風
ふう

流
りゅう

三
み

ツの駒
こま

」  貝
かい

駒
ごま

 天明4年（1784）頃 大判錦絵

13 鳥居清長 女
にょ（おんな）

三
さんの

宮
みや

 天明4年（1784）頃 大判錦絵

14 鳥居清長 「美
み

南
な

見
み

十
じゅう

二
に

候
こう

」  三
さん

月
がつ

 天明4年（1784）頃 大判錦絵二枚続の右  

15 鳥居清長 「美
み

南
な

見
み

十
じゅう

二
に

候
こう

」  九
く

月
がつ

 天明4年（1784）頃 大判錦絵

16 鳥居清長 「風
ふう

俗
ぞく

東
あずま

之
の

錦
にしき

」  春
はる

の野
の

遊
あそ

び 天明3～ 4年（1783～ 84）頃 大判錦絵二枚続の右  

17 鳥居清長 「風
ふう

俗
ぞく

東
あずま

之
の

錦
にしき

」  萩
はぎ

見
み

 天明3～ 4年（1783～ 84）頃 大判錦絵二枚続  

18 鳥居清長 「風
ふう

俗
ぞく

東
あずま

之
の

錦
にしき

」  帯
おび

解
とき

 天明3～ 4年（1783～ 84）頃 大判錦絵

19 鳥居清長 仲
なか

之
の

町
ちょう

の牡
ぼたん

丹   天明6年（1786） 大判錦絵三枚続  

20 鳥居清長 「新
しん

吉
よし

原
わら

江
え

戸
ど

町
ちょう

二
に

丁
ちょう

目
め

丁
ちょう

子
じ

屋
や

之
の

図
ず

」 天明 5～ 6年（1785～ 86）頃 小奉書全紙判錦絵

22 鳥居清長 三
さん

代
だい

目
め

瀬
せ

川
がわ

菊
きく

之
の

丞
じょう

の小
こ

糸
いと

  山
やま

下
した

万
まん

菊
ぎく

の賤
しず

機
はた

姫
ひめ

   天明3年 （1783） 大判錦絵
  三

さん

代
だい

目
め

沢
さわ

村
むら

宗
そう

十
じゅう

郎
ろう

の大
おお

友
とも

常
ひた

陸
ちの

介
すけ

23 鳥居清長 三
さん

代
だい

目
め

沢
さわ

村
むら

宗
そう

十
じゅう

郎
ろう

の曾
そ

我
が

十
じゅう

郎
ろう

  三
さん

代
だい

目
め

瀬
せ

川
がわ

菊
きく

之
の

丞
じょう

の八
や

つ橋
はし

の幽
ゆう

魂
こん

   天明3年（1783） 大判錦絵
  二

に

代
だい

目
め

市
いち

川
かわ

門
もん

之
の

助
すけ

の清
せい

玄
げん

の亡
ぼう

魂
こん

24 鳥居清長 三
さん

代
だい

目
め

沢
さわ

村
むら

宗
そう

十
じゅう

郎
ろう

の濡
ぬれ

髪
がみ

長
ちょう

五
ご

郎
ろう

  二
に

代
だい

目
め

市
いち

川
かわ

門
もん

之
の

助
すけ

の放
はなれ

駒
ごま

長
ちょう

吉
きち

   天明3年（1783） 大判錦絵
  三

さん

代
だい

目
め

瀬
せ

川
がわ

菊
きく

之
の

丞
じょう

の吾
あづま

妻  三
さん

代
だい

目
め

市
いち

川
かわ

八
や

百
お

蔵
ぞう

の山
やま

崎
ざき

与
よ

五
ご

郎
ろう

106 東洲斎写楽 尾
おのえ

上松
まつ

助
すけ

の孫
まご

六
ろく

入
にゅう

道
どう

 寛政6年（1794）11月 細判錦絵

107 東洲斎写楽 中
なか

島
じま

和
わ

田
だ

右
え

衛門
もん

の家
や

主
ぬし

身
み

替
が

わりの地
じ

蔵
ぞう

 寛政6年（1794）11月 細判錦絵

108 東洲斎写楽 二
に

代
だい

目
め

小
お

佐
さ

川
がわ

常
つね

世
よ

の女
おんな

髪
かみ

結
ゆい

お六
ろく

 寛政6年（1794）11月 細判錦絵

109 東洲斎写楽 二
に

代
だい

目
め

嵐
あらし

龍
りゅう

蔵
ぞう

の大
おお

伴
とも

山
やま

主
ぬし

 寛政6年（1794）11月 細判錦絵

110 東洲斎写楽 二
に

代
だい

目
め

中
なか

村
むら

仲
なか

蔵
ぞう

の荒
あら

巻
まき

耳
みみ

四
し

郎
ろう

 寛政6年（1794）11月 細判錦絵

111 東洲斎写楽 市
いち

川
かわ

鰕
えび

蔵
ぞう

の廻
かい

国
こく

修
しゅ

行
ぎょう

者
しゃ

良
りょう

山
ざん

、実
じつ

は安
あ

部
べ

貞
さだ

任
とう

 寛政6年（1794）11月 細判錦絵

112 東洲斎写楽 三
さん

代
だい

目
め

市
いち

川
かわ

八
や

百
お

蔵
ぞう

と中
なか

山
やま

富
とみ

三
さぶ

郎
ろう

の切
きり

禿
かむろ

 寛政6年（1794）11月 細判錦絵二枚続

113 東洲斎写楽 「近
おう

江
み

屋
や

錦
きん

車
しゃ

」  中
なか

山
やま

富
とみ

三
さぶ

郎
ろう

のおひさ 寛政6年（1794）11月 間判錦絵

114 東洲斎写楽 「天
てん

王
のう

子
じ

屋
や

里
り

虹
こう

」  二
に

代
だい

目
め

山
やま

下
した

金
きん

作
さく

の仲
なか

居
い

おかね、実
じつ

は貞
さだ

任
とう

妻
つま

岩
いわ

手
て

御
ご

前
ぜん

 寛政6年（1794）11月 間判錦絵

115 勝川春章 中
なか

村
むら

仲
なか

蔵
ぞう

 明和7～ 8年（1770～ 71）頃 細判錦絵

116 勝川春章 三
さん

代
だい

目
め

瀬
せ

川
がわ

菊
きく

之
の

丞
じょう

の羽
は

子
ご

板
いた

 天明前期（1781～ 84）頃 間判錦絵

117 勝川春章 楽
がく

屋
や

の四
よん

代
だい

目
め

市
いち

川
かわ

団
だん

蔵
ぞう

と三
さん

代
だい

目
め

瀬
せ

川
がわ

菊
きく

之
の

丞
じょう

 天明 2～ 3年（1782～ 83）頃 大判錦絵

118 窪俊満 中
なか

洲
ず

の四
し

季
き

庵
あん

の酒
しゅ

宴
えん

 天明5～ 7年（1785～ 87）頃 大判錦絵二枚続  

119 鳥文斎栄之 品
しな

川
がわ

の遊
ゆう

宴
えん

 寛政2～ 4年（1790～ 92） 大判錦絵三枚続  

120 鳥文斎栄之 隅
すみ

田
だ

川
がわ

の船
ふな

遊
あそ

び 寛政2～ 4年（1790～ 92）頃 大判錦絵三枚続  

121 鳥文斎栄之 新
しん

大
おお

橋
はし

橋
はし

下
した

の涼
すず

み船
ぶね

 寛政4年（1792）頃 大判錦絵五枚続  

122 鳥文斎栄之 川
かわ

一
いち

丸
まる

船
ふな

遊
あそ

び 寛政8～ 9年（1796～ 97）頃 大判錦絵五枚続  

123 鳥文斎栄之 茶
ちゃ

屋
や

娘
むすめ

見
み

立
たて

雁
かり

金
がね

五
ご

人
にん

男
おとこ

 寛政5年（1793）頃 横大判錦絵

124 鳥文斎栄之 「略
やつし

三
さん

幅
ぷく

対
つい

  女
にょ（おんな）

三
さん

之
の

宮
みや

  衣
そと

通
おり

姫
ひめ

  小
お

野
のの

小
こ

町
まち

」 寛政8年（1797）頃 大判錦絵三枚続  

125 五郷 「玉
たま

屋
や

うち小
こ

紫
むらさき

  蔦
つた

屋
や

内
うち

三
さん

しう」 寛政2年（1790）頃 大判錦絵二枚続  

126 鳥高斎栄昌 「若
わか

那
な

初
はつ

模
も

様
よう

  岡
おか

本
もと

屋
や

内
うち

  志
し

那
な

照
てる

  かたを  かやま」 寛政8～ 9年（1796～ 97）頃 大判錦絵

127 北尾重政 祝
しゅう

儀
ぎ

の品
しな

 文化期（1804～ 17） 色紙判摺物

128 北尾重政 「十
じゅう

能
のう

之
の

内
うち

」 文化5年（1808） 色紙判摺物

129 北尾政美   「江
え

戸
ど

両
りょう

国
ごく

橋
ばし

夕
ゆう

凉
すずみ

之
の

景
けい

」 寛政前期（1791～ 94） 横大大判錦絵

130 歌川豊春 「浮
うき

絵
え

江
え

戸
ど

深
ふか

川
がわ

新
しん

大
おお

橋
はし

中
なか

須
ず

之
の

図
ず

」 明和元～ 7年（1764～ 70）頃 横大判錦絵

131 歌川豊国 「役
やく

者
しゃ

舞
ぶ

台
たい

之
の

姿
すがた

絵
え

  まさつや」  二
に

代
だい

目
め

中
なか

村
むら

仲
なか

蔵
ぞう

の荒
あら

巻
まき

耳
みみ

四
し

郎
ろう

 寛政6年（1794） 大判錦絵

132 歌川豊国 六
む

玉
たま

川
がわ

  調
ちょう

布
ふ

の玉
たま

川
がわ

 寛政後期（1795～ 1801） 大判錦絵三枚続  

133 歌川豊国 見
み

立
たて

鏡
かがみ

山
やま

 享和期（1801～ 04）頃 大判錦絵三枚続  

134 歌川豊広 「玉
たま

屋
や

内
うち

  小
こ

紫
むらさき

」 寛政6年（1794）頃 柱絵判錦絵

135 勝川春章 春
しゅう

章
しょう

画
が

本
ほん

 明和8年（1771） 彩色摺絵本1冊

136 北尾重政 『青
せい

楼
ろう

美
び

人
じん

合
あわせ

姿
すがた

鏡
かがみ

』 安永5年（1776） 彩色摺絵入り狂歌本
 勝川春章   3巻の内2巻

137 鳥居清長 『彩
さい

色
しき

美
み

津朝
あさ

』 天明7年（1787） 彩色摺絵本1帖

138 喜多川歌麿 『銀
ぎん

世
せ

界
かい

』 寛政2年（1790） 彩色摺絵入り狂歌本1帖

139 喜多川歌麿 『普
ふ

賢
げん

像
ぞう

』 寛政2年（1790） 彩色摺絵入り狂歌本1帖

140 北尾政美 『海
かい

舶
はく

来
らい

禽
きん

図
ず

彙
い

』 寛政2年（1790） 彩色摺絵本1帖

141 歌川豊国 『役
やく

者
しゃ

此
この

手
て

嘉
が

志
し

和
わ

』 享和3年（1803） 彩色摺絵本2冊の内1冊

142 無款（勝川春章） 見
み

立
たて

琴
きん

棋
き

書
しょ

画
が

図
ず

 寛政前期（1789～ 1801） 絹本著色一幅

143 歌川豊春 遊
ゆう

女
じょ

と禿
かむろ

図
ず

 天明年間（1781～ 89） 絹本著色一幅

144 鳥文斎栄之 「隅
すみ

田
だ

川
がわ

納
のう

涼
りょう

図
ず

」 文化文政期（1804～ 29） 絹本著色三幅

出品番号 絵師名 作品名 制作年代 判型

つの

ホ�ストン美術館展出品リスト05.indd   2-3 11.4.19   0:38:45 PM



出品番号 絵師名 作品名 制作年代 判型

25 鳥居清長 五
ご

代
だい

目
め

市
いち

川
かわ

団
だん

十
じゅう

郎
ろう

の横
よ

川
かわの

覚
かく

範
はん

  三
さん

代
だい

目
め

沢
さわ

村
むら

宗
そう

十
じゅう

郎
ろう

の狐
きつね

忠
ただ

信
のぶ

   天明4年（1784） 大判錦絵
  中

なか

山
やま

富
とみ

三
さぶ

郎
ろう

の静
しずか

御
ご

前
ぜん

26 鳥居清長 三
さん

代
だい

目
め

沢
さわ

村
むら

宗
そう

十
じゅう

郎
ろう

の頼
より

朝
とも

  山
やま

下
した

万
まん

菊
ぎく

の政
まさ

子
こ

  中
なか

村
むら

里
り

好
こう

の清
きよ

瀧
たき

 天明4年（1784） 大判錦絵

27 鳥居清長 三
さん

代
だい

目
め

沢
さわ

村
むら

宗
そう

十
じゅう

郎
ろう

の工
く

藤
どう

祐
すけ

経
つね

  三
さん

代
だい

目
め

市
いち

川
かわ

八
や

百
お

蔵
ぞう

の曾
そ

我
がの

五
ご

郎
ろう

   天明5年（1785） 大判錦絵
  三

み

桝
ます

徳
とく

次
じ

郎
ろう

の大
おお

磯
いその

虎
とら

28 鳥居清長 三
さん

代
だい

目
め

瀬
せ

川
がわ

菊
きく

之
の

丞
じょう

の石
しゃっ

橋
きょう

 寛政元年（1789） 大判錦絵

29 鳥居清長 三
さん

代
だい

目
め

瀬
せ

川
がわ

菊
きく

之
の

丞
じょう

の石
しゃっ

橋
きょう

 寛政元年（1789） 大判校合摺

30 鳥居清長 「子
こ

宝
だから

五
ご

節
せつ

遊
あそび

」  人
じん

日
じつ

 寛政 6～ 7年（1794～ 95）頃 大判錦絵

31 鳥居清長 「子
こ

宝
だから

五
ご

節
せつ

遊
あそび

」  上
じょう

巳
し

 寛政 6～ 7年（1794～ 95）頃 大判錦絵

32 鳥居清長 「子
こ

宝
だから

五
ご

節
せつ

遊
あそび

」  端
たん

午
ご

 寛政 6～ 7年（1794～ 95）頃 大判錦絵

33 鳥居清長 「子
こ

宝
だから

五
ご

節
せつ

遊
あそび

」  重
ちょう

陽
よう

 寛政 6～ 7年（1794～ 95）頃 大判錦絵

34 鳥居清長 「子
こ

宝
だから

五
ご

節
せつ

遊
あそび

」  人
じん

日
じつ

 寛政13年（1801） 大判錦絵

35 鳥居清長 「子
こ

宝
だから

五
ご

節
せつ

遊
あそび

」  上
じょう

巳
し

 寛政13年（1801） 大判錦絵

36 鳥居清長 「子
こ

宝
だから

五
ご

節
せつ

遊
あそび

」  端
たん

午
ご

 寛政13年（1801） 大判錦絵

37 鳥居清長 「子
こ

宝
だから

五
ご

節
せつ

遊
あそび

」  七夕 寛政13年（1801） 大判錦絵

38 鳥居清長 「子
こ

宝
だから

五
ご

節
せつ

遊
あそび

」  重
ちょう

陽
よう

 寛政13年（1801） 大判錦絵

39 喜多川歌麿 「契
けい

情
せい

婦
ふ

美
みの

姿
すがた

  八
はち

」 天明2年（1782）頃 中判錦絵

40 喜多川歌麿 「四
し

季
き

遊
あそび

花
はな

之
の

色
いろ

香
か

  上
じょう

・下
げ

」 天明3年（1783）頃 大判錦絵二枚続  

41 喜多川歌麿 春
はる

の行
こう

楽
らく

 天明7～ 8年（1787～ 88）頃 大判錦絵三枚続の中

42 喜多川歌麿 寝
しん

語
ご

軒
けん

訪
ほう

問
もん

 天明8～寛政元年（1788～ 89）頃 大判錦絵二枚続  

43 喜多川歌麿 彩
さい

霞
か

楼
ろう

 天明8～寛政元年（1788～ 89）頃 中判錦絵

44 喜多川歌麿 「琴
きん

棋
き

書
しょ

画
が

」 天明8～寛政2年（1788～ 90）頃 大判錦絵三枚続の左・中

45 喜多川歌麿 唐
とう

美
び

人
じん

宴
えん

遊
ゆう

の図
ず

 天明8～寛政2年（1788～ 90）頃 大判錦絵三枚続

46 喜多川歌麿 大
だい

名
みょう

屋
や

敷
しき

の山
さん

東
とう

京
きょう

伝
でん

 天明8～寛政2年（1788～ 90）頃 大判錦絵三枚続  

47 喜多川歌麿 冨
ふ

士
じ

見
み

屋
や

の店
みせ

先
さき

 寛政元～ 2年（1789～ 90）頃 間判錦絵二枚続  

48 喜多川歌麿 吉
よし

原
わら

の正
しょう

月
がつ

「京
きょう

町
まち

一
いっ

丁
ちょう

目
め

  俵
たわら

屋
や

内
うち

  花
はな

山
やま

  つぼみ  ふぶき」 寛政元～ 2年（1789～ 90）頃 間判錦絵二枚続

49 喜多川歌麿 福
ふく

禄
ろく

寿
じゅ

、弁
べん

天
てん

、布
ほ

袋
てい

の年
ねん

賀
が

の宴
うたげ

 寛政5～ 6年（1793～ 94）頃 大判錦絵三枚続  

50 喜多川歌麿 「青
せい

楼
ろう

仁
に

和
わ

嘉
か

女
おんな

芸
げい

者
しゃ

  茶
ちゃ

せん売
うり

  黒
くろ

木
き

売
うり

  さいもん」 寛政 5年（1793） 大判錦絵

51 喜多川歌麿 吉
よし

原
わら

仁
に

和
わ

嘉
か

  荻
おぎ

江
え

松
まつ

蔵
ぞう

  峯
みね

  いと 寛政 5年（1793） 大判錦絵

52 喜多川歌麿 「青
せい

楼
ろう

三
さん

幅
ぷく

対
つい

」 寛政5年（1793）頃 大判錦絵

53 喜多川歌麿 江
え

戸
ど

高
こう

名
めい

美
び

人
じん

  「高
たか

しまおひさ」 寛政4～ 5年（1792～ 93）頃 間判錦絵

55 喜多川歌麿 囲
い

碁
ご

を囲
かこ

む五
ご

美
び

人
じん

 寛政5年（1793） 横大判校合摺

56 喜多川歌麿 虚
こ

無
む

僧
そう

と美人 寛政5年（1793）頃 大判錦絵

57 喜多川歌麿 「江
え

戸
ど

町
ちょう

壹
いっ

丁
ちょう

目
め

  玉
たま

屋
や

内
うち

  若
わか

梅
うめ

  むめの  いろか」 寛政5～ 6年（1793～ 94） 大判錦絵

58 喜多川歌麿 （「歌
か

撰
せん

恋
こい

之
の

部
ぶ

  稀
まれ

ニ逢
あう

恋
こい

」） 寛政5～ 6年（1793～ 94）頃 大判錦絵

60 喜多川歌麿 「当
とう

時
じ

全
ぜん

盛
せい

美
び

人
じん

揃
ぞろえ

  瀧
たき

川
がわ

」 寛政6年（1794） 大判錦絵

61 喜多川歌麿 「丁
ちょう

子
じ

屋
や

内
うち

  雛
ひな

鶴
づる

  つるし  つるの」 寛政6年（1794）頃 大判錦絵

62 喜多川歌麿 虚
こ

無
む

僧
そう

姿
すがた

の男
だん

女
じょ

   寛政6年（1794）頃 大判錦絵

63 喜多川歌麿 「青
せい

楼
ろう

十
じゅう

二
に

時
とき

  続
つづき

  辰
たつ

ノ刻
こく

」 寛政6年（1794）頃 大判錦絵

64 喜多川歌麿 「青
せい

楼
ろう

十
じゅう

二
に

時
とき

  続
つづき

  午
うま

ノ刻
こく

」 寛政6年（1794）頃 大判錦絵

65 喜多川歌麿 「青
せい

楼
ろう

十
じゅう

二
に

時
とき

  続
つづき

  未
ひつじ

ノ刻
こく

」 寛政6年（1794）頃 大判錦絵

66 喜多川歌麿 「青
せい

楼
ろう

十
じゅう

二
に

時
とき

  続
つづき

  丑
うし

ノ刻
こく

」 寛政6年（1794）頃 大判錦絵

67 喜多川歌麿 「青
せい

楼
ろう

十
じゅう

二
に

時
とき

  続
つづき

  寅
とら

ノ刻
こく

」 寛政6年（1794）頃 大判錦絵

68 喜多川歌麿 千
ち

代
よ

鶴
づる

 寛政6～ 7年（1794～ 95）頃 大判錦絵

69 喜多川歌麿 「風
ふう

俗
ぞく

三
さん

段
だん

娘
むすめ

  下
げ

品
ぼん

之
の

図
ず

」 寛政6～ 7年（1794～ 95）頃 大判錦絵

71 喜多川歌麿 大
おお

川
かわ

端
ばた

夕
ゆう

涼
すずみ

 寛政7～ 8年（1795～ 96）頃 大判錦絵三枚続  

72 喜多川歌麿 「高
こう

名
めい

美
び

人
じん

六
ろっ

家
か

撰
せん

」  難
なに

波
わ

屋
や

おきた 寛政 7～ 8年（1795～ 96）頃 大判錦絵

73 喜多川歌麿 「青
せい

楼
ろう

遊
ゆう

君
くん

合
あわせ

鏡
かがみ

  丁
ちょう

子
じ

屋
や

  雛
ひな

鶴
づる

  雛
ひな

松
まつ

」 寛政9年（1797）頃 大判錦絵

74 喜多川歌麿 「青
せい

楼
ろう

遊
ゆう

君
くん

合
あわせ

鏡
かがみ

  若
わか

那
な

屋
や

内
うち

  若
わか

菜
な

  和
わ

哥
か

浦
うら

」 寛政9年（1797）頃 大判錦絵

75 喜多川歌麿 「松
まつ

葉
ば

楼
ろう

  哥
うた

川
がわ

  松
まつ

風
かぜ

  若
わか

紫
むらさき

」 寛政9年（1797）頃 大判錦絵三枚続  

76 喜多川歌麿 煤
すす

掃
は

き 寛政 9～ 11年（1797～ 99）頃 大判錦絵五枚続の左側3図  

77 喜多川歌麿 煤
すす

掃
は

き 寛政 9～ 11年（1797～ 99）頃 大判錦絵五枚続の右側2図  

78 喜多川歌麿 「逢
おう

身
み

八
はっ

契
けい

  梅
うめ

川
がわ

忠
ちゅう

兵
べ

衛
い

の喜
き

伴
はん

」 寛政10～ 11年（1798～ 99）頃 大判錦絵

79 喜多川歌麿 「忠
ちゅう

臣
しん

蔵
ぐら

  七
しち

段
だん

目
め

」 寛政10～ 11年（1798～ 99）頃 大判錦絵

80 喜多川歌麿 「忠
ちゅう

臣
しん

蔵
ぐら

  七
しち

段
だん

目
め

」 寛政10～ 11年（1798～ 99）頃 大判校合摺

81 喜多川歌麿 覗
のぞ

き 寛政11～ 12年（1799～ 1800）頃 大判錦絵

83 喜多川歌麿 「風
ふう

流
りゅう

子
こ

宝
だから

合
あわせ

」  本
ほん

読
よ

み 享和2年（1802）頃 大判錦絵

84 喜多川歌麿 「茂
も

兵
へ

衛
い

女
にょう

房
ぼう

おさんが相
そう

」 寛政12年（1800）頃 大判錦絵

85 喜多川歌麿 「風
ふう

流
りゅう

七
なな

小
こ

町
まち

  清
きよ

水
みず

」 享和3年（1803）頃 大判錦絵

87 喜多川歌麿 五
ご

節
せっ

句
く

 享和3年（1803）頃 大判錦絵五枚続

88 喜多川歌麿 七
しち

福
ふく

神
じん

座
ざ

敷
しき

遊
あそ

び 享和2～ 3年（1802～ 03）頃 大判錦三枚続の中･左  

89 喜多川歌麿 山
やま

姥
うば

と人
にん

形
ぎょう

で遊
あそ

ぶ金
きん

太
た

郎
ろう

 享和（1801～ 04）～文化（1804～ 18）初期 大判錦絵

90 喜多川歌麿 七
しち

代
だい

目
め

片
かた

岡
おか

仁
にん

左
ざ

衛
え

門
もん

の由
ゆ

利
り

八
はち

郎
ろう

 寛政7年（1795） 細判錦絵

91 喜多川歌麿 「役
やく

者
しゃ

六
ろっ

家
か

選
せん

」 寛政年間（1789～ 1801） 細判錦絵三枚続

92 喜多川歌麿 「福
ふく

嶌
しま

左
さ

衞
え

門
もん

」 享和3～文化元年（1803～ 04）頃 大判錦絵

93 喜多川歌麿 加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

 享和3～文化元年（1803～ 04）頃 大判錦絵

94 喜多川歌麿 「真
ま

柴
しば

久
ひさ

吉
よし

」 享和3～文化元年（1803～ 04）頃 大判錦絵

95 東洲斎写楽 中
なか

山
やま

富
とみ

三
さぶ

郎
ろう

の宮
みや

城
ぎ

野
の

 寛政6年（1794）5月 大判錦絵

96 東洲斎写楽 松
まつ

本
もと

米
よね

三
さぶ

郎
ろう

のけはい坂
ざか

の少
しょう

将
しょう

、実
じつ

はしのぶ 寛政6年（1794）5月 大判錦絵

特別出品 東洲斎写楽 三
さん

代
だい

目
め

大
おお

谷
たに

鬼
おに

次
じ

の江
え

戸
ど

兵
べ

衛
い  寛政6年（1794）5月 大判錦絵

97 東洲斎写楽 市
いち

川
かわ

男
お

女
め

蔵
ぞう

の奴
やっこ

一
いっ

平
ぺい

 寛政6年（1794）5月 大判錦絵

98 東洲斎写楽 四
よん

代
だい

目
め

岩
いわ

井
い

半
はん

四
し

郎
ろう

の乳
めのと

人重
しげ

の井
い

 寛政6年（1794）5月 大判錦絵

99 東洲斎写楽 市
いち

川
かわ

富
とみ

右
え

衛
も

門
ん

の猪
い

の熊
くま

門
もん

兵
べ

衛
い

 寛政6年（1794）7月 細判錦絵

100 東洲斎写楽 二
に

代
だい

目
め

坂
ばん

東
どう

三
み

津
つ

五
ご

郎
ろう

の百
ひゃく

姓
しょう

深
ふか

草
くさ

の治
じ

郎
ろ

作
さく

 寛政6年（1794）7月 細判錦絵

101 東洲斎写楽 三
さん

代
だい

目
め

沢
さわ

村
むら

宗
そう

十
じゅう

郎
ろう

の名
な

護
ご

屋
や

山
さん

三
ざ

 寛政6年（1794）7月 細判錦絵

102 東洲斎写楽 三
さん

代
だい

目
め

瀬
せ

川
がわ

菊
きく

之
の

丞
じょう

の傾
けい

城
せい

かつらぎ 寛政6年（1794）7月 細判錦絵

103 東洲斎写楽 二
に

代
だい

目
め

中
なか

村
むら

粂
くめ

太
た

郎
ろう

の由
ゆ

良
ら

兵
ひょう

庫
ご

之
の

介
すけ

妻
つま

みなと 寛政6年（1794）8月 細判錦絵

104 東洲斎写楽 中
なか

山
やま

富
とみ

三
さぶ

郎
ろう

の義
よし

興
おき

御
み

台
だい

つくば御
ご

前
ぜん

 寛政6年（1794）8月 細判錦絵

105 東洲斎写楽 中
なか

島
じま

勘
かん

蔵
ぞう

の馬
ま

子
ご

寝
ね

言
ごと

の長
ちょう

蔵
ぞう

 寛政6年（1794）8月 細判錦絵
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